
工業 
 科目 工業情報数理 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

 電子機械科 履修学年 １ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野における情報技術の進展へ

の対応や事象の数理処理に必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ２８時間 ３学期 ２２時間 

「工業情報数理」を学ぶにあたっ

て 

第１章 産業社会と情報技術 

１ コンピュータの構成と特徴 

２ 情報化の進展と産業社会 

３ 情報化社会の権利とモラル 

４ 情報のセキュリティー管理 

計算技術検定３級受験に向けて 

第６章 ハードウェア 

１ データの表し方 

20 

 

２ 論理回路の基礎 

３ 処理装置の構成と動作 

第２章 コンピュータの基本操作

とソフトウェア 

１ ソフトウェアの基礎 

２ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ 

第８章 コンピュータ制御 

１ コンピュータ制御の概要 

情報技術検定２・３級受験に向け

て 

15 

 

 

 

 

 

13 

 

 

第５章 Ｃによるプログラミング 

１ 四則計算のプログラム 

２ 選択処理 

３ 繰返し処理 

４ 配列 

５ 関数 

パソコンを使ったプログラミング演

習（プリント課題による） 

22 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「工業情報数理」実教出版 

副教材：「情報技術検定 問題集 ２・３級 C言

語」実教出版 

自主作成教材（プリント） 

 工業の各分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指して，実践的・体験的な学習活動を行う。 

具体的には，教科書や副教材を中心に授業を進めるが，計算技術検定３級受験

に向けて関数電卓を用いた学習と情報技術検定２・３級受験に向けてパソコンを使っ

たプログラミング学習を行う。また,定期考査を通して定着度を測る。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

工業の各分野における情報技術

の進展と情報の意義や役割及び

数理処理の理論を理解していると

ともに,関連する技術を身に付けて

いる。 

情報化の進展が産業社会に与え

る影響に関する課題を発見し,技

術者として科学的な根拠に基づき

工業技術の進展に対応し解決す

る力を身に付けている。 

工業の各分野において情報技術

及び情報手段や数理処理を活用

する力の向上を目指して自ら学

び,工業の発展に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身に付けてい

る。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野における情報技術

の進展と情報の意義や役割及び

数理処理の理論を理解している。 

情報化の進展が産業社会に与え

る影響に関する課題を発見し,工

業に携わる者として工業技術の進

展に対応しする力を身に付けてい

る。 

工業の各分野において情報技術

及び情報手段や数理処理を活用

する力の向上を目指して自ら学

び,協働的に取り組もうとしている。 

評価方法 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 

検定の結果 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 

検定の結果 

授業に取り組む姿勢や意欲（論

文・レポートなどの自主的な取り組

みも含む） 

 



単元別 評価規準 

 「工業情報数理」を学ぶにあたって  第１章 産業社会と情報技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

産業社会と情報技術について情報

化の進展が産業社会に及ぼす影

響などを踏まえて理解するとともに,

関連する技術を身に付けている。 

情報の管理や発信に着目して,産業

社会と情報技術に関する課題を見い

だすとともに解決策を考え,科学的な

根拠に基づき結果を検証し改善でき

る。 

産業社会と情報技術について自

ら学び,情報及び情報手段の活用

に主体的かつ協働的に取り組む

ことができる。 

習得する 

（わかる） 

産業社会と情報技術について情報

化の進展が産業社会に及ぼす影

響などを踏まえて理解している。 

情報の管理や発信に着目して,産業

社会と情報技術に関する課題を見い

だし考えることができる。 

産業社会と情報技術について自

ら学び,情報及び情報手段の活用

に取り組もうとしている。 

 

第２章 コンピュータの基本操作とソフトウェア   第６章 ハードウェア 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

コンピュータシステムについて情報

手段としての活用を踏まえて理解

するとともに,関連する技術を身に

付けている。 

コンピュータの動作原理や構造に着

目して,コンピュータシステムに関する

課題を見いだすとともに解決策を考

え,科学的な根拠に基づき結果を検

証し改善できる。 

コンピュータシステムについて自ら

学び,情報技術の活用に主体的か

つ協働的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

コンピュータシステムについて情報

手段としての活用を踏まえて理解

している。 

コンピュータの動作原理や構造に着

目して,コンピュータシステムに関する

課題を見いだし考えることができる。 

コンピュータシステムについて自ら

学び,情報技術の活用に取り組もう

としている。 

 

第５章 Ｃによるプログラミング  第８章 コンピュータ制御 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

プログラミングと工業に関する事象

の数理処理について工業に関する

事象の数理処理をモデル化してシ

ミュレーションを行うアルゴリズムを

踏まえて理解するとともに,関連す

る技術を身に付けている。 

工業の事象の数理処理のモデル化

に着目して,プログラミングと工業に関

する事象の数理処理に関する課題を

見いだすとともに解決策を考え,科学

的な根拠に基づき結果を検証し改善

できる。 

プログラミングと工業に関する事象

の数理処理について自ら学び,情

報技術の活用に主体的かつ協働

的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

プログラミングと工業に関する事象

の数理処理について工業に関する

事象の数理処理をモデル化してシ

ミュレーションを行うアルゴリズムを

踏まえて理解している。 

工業の事象の数理処理のモデル化

に着目して,プログラミングと工業に関

する事象の数理処理に関する課題を

見いだし考えることができる。 

プログラミングと工業に関する事象

の数理処理について自ら学び,情

報技術の活用に取り組もうとして

いる。 

 


